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300 Ａ こみゆんと No.16 こみゆんと あゆみ出版 1994 8 NO．１６
［連載４］虹のア・ラ・カルトー不登校への対応
登校拒否へのプロローグ

60 63

301 Ａ こみゆんと No.17 こみゆんと あゆみ出版 1994 10 NO．１７
［連載３］虹のア・ラ・カルトー不登校への対応
なぜ不登校になるのか？

78 81

302 Ａ こみゆんと No.18 こみゆんと あゆみ出版 1994 12 NO．１８
［連載３］虹のア・ラ・カルトー不登校への対応
なぜ学校に行きたいの？

78 81

303 Ａ こみゆんと No.19 こみゆんと あゆみ出版 1995 2 学校って何？ ｐ78 ｐ81 富田富士也、高橋良臣、北沢康吉が掲載
304 Ａ こみゆんと No.20 こみゆんと あゆみ出版 1995 4 親とは何か？ ｐ74 ｐ77 登校拒否って何なの？
305 Ａ こみゆんと No.21 こみゆんと あゆみ出版 1995 6 生きるとは ｐ76 ｐ79 山田潤氏論文掲載
306 Ａ こみゆんと No.22 こみゆんと あゆみ出版 1995 8 分別と個別 ｐ80 ｐ83
307 Ａ こみゆんと No.23 こみゆんと あゆみ出版 1995 10 仲間いじめ ｐ78 ｐ81 いじめアピール全国ネットワークのもの掲載
308 Ａ こみゆんと No.24 こみゆんと あゆみ出版 1995 12 自分いじめ ｐ80 ｐ83 西野博之氏、石井義裕氏の文章も掲載
309 Ａ こみゆんと No.26 こみゆんと あゆみ出版 1996 2 甘えはわがままか？ ｐ88 ｐ91
310 Ａ こみゆんと No.27 こみゆんと あゆみ出版 1996 4 生はだれのもの？ ｐ80 ｐ83
311 Ａ こみゆんと No.28 こみゆんと あゆみ出版 1996 6 ありのままの価値 ｐ76 ｐ79 連載名虹のア・ラ・カルト 不登校は文化の森の入り口
312 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1966 9 第２０巻第９号 〔研究〕登校拒否とその治療 128 134
313 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1987 6 第４１巻第７号 ≪トピックス≫登校拒否はわがままか 92 93
314 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1978 12 臨時増刊 家庭内暴力のメカニズム 231 237

315 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1980 11 第３４巻第１２号
投稿拒否児に見る勉強嫌い
ー彼らは何を訴えているかー

79 85

316 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1981 9 第３５巻第１０号 大人社会への子どもの抗議 67 73
317 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1982 10 第３６巻第１１号 ＜座談会＞打ち込めない子どもたち 105 129
318 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1984 3 第３８巻第３号 きびしい教育の病理 47 55
319 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1985 10 臨時増刊 ＜いじめ＞の背景 130 131
320 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1988 10 創刊５００号 心を読む目（記念アンケート） 120 120
321 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1985 12 第３９巻第１５号 いわゆる「よい子」にみられる問題性 58 63
322 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1987 5 第４１巻第６号 ≪トピックス≫ シラケ 70 71

323 Ａ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1994 6 第４８巻第８号
これでよいのか登校拒否への反応
ー常識化した”登校正常論”を疑う

110 116

324 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 3-1 1962
325 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 3-2 1962
326 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 3-3 1962
327 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 3-4 1962
328 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 4-1 1963
329 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 4-2.3 1963
330 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 4-4 1963
331 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 5-1 1964
332 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 5-2 1964 ２冊あり
333 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 5-3 1964
334 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 5-4 1964 ２冊あり
335 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 6-1 1965
336 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 6-2 1965 ２冊あり
337 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 6-3 1965 ２冊あり
338 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 6-4 1965
339 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 7-1 1966 ２冊あり
340 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 7-2 1966

340-1 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 7-3 1966
341 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 7-4 1966
342 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 8-1 1967
343 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 8-2 1967
344 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 8-3 1967
345 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 8-4 1967
346 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 8-5 1967
347 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 9-1 1968
348 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 9-2 1968
349 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 9-3 1968
350 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 9-4 1968
351 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 10-1 1969
352 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 10-2 1969
353 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 10-3 1969
354 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 10-4 1969
355 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 10-5 1969
356 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 11-1 1970
357 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 11-2 1970
358 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 11-3 1970
359 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 11-4 1970
360 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 11-5 1970
361 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 12-1 1971
362 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 12-2 1971
363 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 12-3 1971
364 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 12-4 1971
365 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 12-5 1971
366 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 13-1 1972
367 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 13-2 1972
368 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 13-3 1972
369 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 13-4 1972
370 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 13-5 1972
371 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 14-1 1973
372 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 14-2 1973
373 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 14-3 1973
374 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 14-4 1973
375 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 14-5 1973
376 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 15-1 1974
377 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 15-2 1974
378 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 15-3 1974
379 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 15-4 1974
380 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 15-5 1974
381 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 16-1 1975
382 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 16-2 1975
383 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 16-3 1975
384 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 16-4 1975
385 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 16-5 1975
386 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 17-1 1976



387 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 17-2 1976
388 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 17-3 1976
389 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 17-4 1976
390 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 17-5 1976
391 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 18-1 1977
392 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 18-2 1977
393 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 18-3 1977
394 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 18-4 1977
395 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 18-5 1977
396 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 19-1 1978
397 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 19-2 1978
398 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 19-3 1978
399 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 19-4 1978
400 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 19-5 1978
401 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 20-1 1979
402 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 20-2 1979
403 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 20-3 1979
404 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 20-4 1979
405 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 20-5 1979
406 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 21-1 1980
407 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 21-2 1980
408 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 21-3 1980
409 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 21-4 1980
410 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 21-5 1980
411 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 22-1 1981
412 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 22-2 1981
413 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 22-3 1981
414 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 22-4 1981
415 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 22-5 1981
416 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 23-1 1982
417 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 23-2 1982
418 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 23-3 1982
419 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 23-4 1982
420 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 23-5 1982
421 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 24-1 1983
422 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 24-2 1983
423 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 24-3 1983
424 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 24-4 1983
425 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 24-5 1983
426 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 25-1 1984
427 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 25-2 1984
428 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 25-3 1984
429 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 25-4 1984
430 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 25-5 1984
431 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 26-1 1985
432 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 26-2 1985
433 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 26-3 1985
434 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 26-4 1985
435 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 26-5 1985
436 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 27-1 1986
437 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 27-2 1986

437-2 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 27-3
438 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 27-4 1986
439 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 27-5 1986 ２冊あり
440 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 28-1 1987
441 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 28-2 1987
442 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 28-3 1987
443 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 28-4 1987
444 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 28-5 1987
445 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 29-1 1988
446 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 29-2 1988
447 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 29-3 1988
448 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 29-4 1988
449 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 29-5 1988
450 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 29-6 1988
451 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 30-1 1989
452 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 30-2 1989
453 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 30-3 1989
454 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 30-4 1989
455 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 30-5 1989
456 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 31-1 1990
457 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 31-2 1990
458 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 31-3 1990
459 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 31-4 1990
460 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 31-5 1990
461 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 32-1 1991
462 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 32-2 1991
463 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 32-3 1991
464 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 32-4 1991
465 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 32-5 1991
466 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 33-1 1992
467 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 33-2 1992
468 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 33-3 1992
469 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 33-4 1992
470 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 34-4 1993
471 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 38-1 1997
472 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 38-2 1997
473 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 38-3 1997
474 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 38-4 1997
475 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 38-5 1997
476 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 39-1 1998
477 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 39-2 1998
478 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 39-3 1998
479 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 39-4 1998



480 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 41-4 2000
481 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 41-suppliment 2000
482 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 42-2 2001
483 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 42-3 2001
484 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 42-4 2001
485 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 42-5 2001
486 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 43-1 2002
487 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 43-2 2002
488 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 43-3 2002
489 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 43-4 2002
490 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 43-5 2002
491 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 43-suppliment 2002
492 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 44-1 2003
493 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 44-2 2003
494 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 44-3 2003
495 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 44-4 2003
496 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 44-5 2003
497 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 44-suppliment 2003
498 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 45-1 2004
499 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 45-2 2004
500 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 45-3 2004
501 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 45-4 2004
502 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 45-5 2004
503 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 46-1 2005
504 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 46-2 2005
505 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 46-3 2005
506 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 46-5 2005
507 Ｅ 児童精神医学とその近接領域 じどうせいしんいがくとそのきんせつりょういき 48-1 2007
508 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 4-1 1964.3 3 昭和３９年３月
509 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 4-2 1964.6 6 昭和３９年６月
510 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 4-3 1964.9 9 昭和３９年９月
511 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 4-4 1964.12 12 昭和３９年１２月
512 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 5-1 1965.3 3 昭和４０年３月
513 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 5-2 1965.6 6 昭和４０年６月
514 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 5-3 1965.9 9 昭和４０年９月
515 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 5-4 1965.12 12 昭和４０年１２月
516 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 6-1 1966.3 3 昭和４１年３月
517 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 6-2 1966.6 6 昭和４１年６月
518 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 6-3 1966.9 9 昭和４１年９月
519 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 6-4 1966.12 12 昭和４１年１２月
520 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 7-1 1967.3 3 昭和4２年３月
521 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 7-2 1967.6 6 昭和４２年６月
522 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 7-3 1967.9 4 昭和4２年４月
523 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 7-4 1967.12 7 昭和４２年７月
524 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 8-1 1968.3 3 昭和４３年３月
525 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 8-2 1968.6 6 昭和４３年６月
526 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 8-3 1968.9 9 昭和４３年９月
527 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 8-4 1969.2 2 昭和４４年２月
528 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 9-1 1969.3 3 昭和４４年３月
529 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 9-2 1969.6 6 昭和４４年６月
530 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 9-3 1969.9 9 昭和４４年９月
531 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 9-4 1969.12 12 昭和４４年１２月
532 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 10-1 1970.3 3 昭和４５年３月
533 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 10-2 1970.6 6 昭和４５年６月
534 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 10-3 1970.9 9 昭和４５年９月
535 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 10-4 1970.12 12 昭和４５年１２月
536 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 11-1 1971.3 3 昭和４６年３月
537 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 11-2 1971.6 6 昭和４６年６月
538 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 11-3 1971.9 9 昭和４６年９月
539 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 11-4 1971.12 12 昭和４６年１２月
540 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 12-1 1972.3 3 昭和４７年３月
541 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 12-2 1972.6 6 昭和４７年６月
542 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 12-3 1972.9 9 昭和４７年９月
543 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 12-4 1972.12 12 昭和４７年１２月
544 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 13-1 1973.3 3 昭和４８年３月
545 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 13-2.3.4 1973.12 12 昭和４８年１２月
546 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 14-1 1974.3 3 昭和４９年３月
547 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 14-2 1974.6 6 昭和４９年６月 ２冊あり
548 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 14-3 1974.9 9 昭和４９年９月 ２冊あり
549 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 14-4 1974.12 12 昭和４９年１２月
550 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 15-1 1975.3 3 昭和５０年３月
551 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 15-2 1975.6 6 昭和５０年６月 ２冊あり
552 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 15-3 1975.9 9 昭和５０年９月
553 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 15-4 1975.12 12 昭和５０年１２月
554 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 16-1 1976.3 3 昭和５１年３月
555 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 16-2 1976.6 6 昭和５１年６月
556 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 16-3 1976.9 9 昭和５１年９月
557 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 16-4 1976.12 12 昭和５１年１２月
558 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 17-1 1977.3 3 昭和５２年３月
559 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 17-2 1977.6 6 昭和５２年６月
560 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 17-3 1977.9 9 昭和５２年９月
561 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 17-4 1977.12 12 昭和５２年１２月
562 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 18-1 1978.3 3 昭和５３年３月
563 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 18-2 1978.6 6 昭和５３年６月
564 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 18-3 1978.9 9 昭和５３年９月
565 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 18-4 1978.12 12 昭和５３年１２月
566 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 19-1.2 1979.6 6 昭和５４年６月
567 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 19-3 1979.9 9 昭和５４年９月
568 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 19-4 1979.12 12 昭和５４年１２月
569 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 20-1 1980.3 3 昭和５５年３月
570 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 20-2 1980.6 6 昭和５５年６月
571 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 20-3.4 1980.12 12 昭和５５年１２月
572 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 21-1.2 1981.6 6 昭和５６年６月
573 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 21-3 1981.9 9 昭和５６年９月



574 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 21-4 1981.12 12 昭和５６年１２月
575 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 22-1 1982.3 3 昭和５７年３月
576 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 22-2 1982.6 6 昭和５７年６月
577 Ｅ 小児の精神と神経 しょうにのせいしんとしんけい 23-2 1983.6 6 昭和５８年６月
578 Ｅ 日本児童精神医学会（当日資料） にほんじどうせいしんいがっかい 第5回総会一般公演抄録集 1964
579 Ｅ 日本児童精神医学会（当日資料） にほんじどうせいしんいがっかい 第6回総会演題抄録 1965
580 Ｅ 日本児童精神医学会（当日資料） にほんじどうせいしんいがっかい 第9回総会プログラム 1967
581 Ｅ 日本児童精神医学会（当日資料） にほんじどうせいしんいがっかい 第10回総会 1969
582 Ｅ 日本児童精神医学会（当日資料） にほんじどうせいしんいがっかい 第14回総会 1973
583 Ｅ 日本児童精神医学会（当日資料） にほんじどうせいしんいがっかい 第16回総会 1975
584 Ｅ 日本児童精神医学会（当日資料） にほんじどうせいしんいがっかい 第18回総会 1977
585 Ｅ 日本児童精神医学会（当日資料） にほんじどうせいしんいがっかい 第23回総会　抄録集 1982
586 Ｅ 日本児童精神医学会（当日資料） にほんじどうせいしんいがっかい 第7回総会 1996
587 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第２４回総会　抄録集 1983
588 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第２５回総会　抄録集 1984
589 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第２７回総会　抄録集 1986
590 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第２８回総会　抄録集 1987
591 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第２９回総会　抄録集 1988
592 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第３２回総会　抄録集 1991
593 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第３８回総会　抄録集 1992
594 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第３４回総会　抄録集 1997
595 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第３９回総会　抄録集 1998
596 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第４２回総会　抄録集 2001
597 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第４３回総会　抄録集 2002
598 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第４４回総会　抄録集 2003
599 Ｅ 日本児童青年精神医学会総会（当日資料） にほんじどうせいねんせいしんいがっかいそうか 第４５回総会　抄録集 2004
600 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第３５回研究会　プログラム・抄 1960 昭和35年
601 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第２４回研究会　プログラム抄 1971 昭和46年
602 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第２５回研究会　プログラム・抄 1972 昭和47年
603 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第31回研究会　プログラム・抄 1975 昭和50年
604 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第33回研究会　プログラム　抄 1976 昭和51年
605 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第３４回研究会　プログラム・抄 1976 昭和51年
606 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第36回研究会　プログラム・抄 1977 昭和52年
607 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第４０回研究会　プログラム 1978 昭和53年
608 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第４１回研究会　プログラム 1979 昭和54年
609 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第４３回研究会　プログラム・抄 1980 昭和55年
610 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第４４回研究会　プログラム・抄 1980 昭和55年
611 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第４５回研究会　プログラム・抄 1981 昭和56年
612 Ｅ 日本小児神経学会総会（当日資料） にほんしょうにしんけいがっかいそうかい 第26回総会　プログラム 1984 昭和５９
614 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1984 7 7 お化けみたいなお母さん 50 55 子育ては木育て第1回
615 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1984 8 8 木は場所を選ぶ 50 55 子育ては木育て第2回
616 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1984 9 9 土づくり　～子供の心を受け入れよう～ 50 55 子育ては木育て第3回
617 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1984 10 10 支え木　～子供の心を支えよう～ 50 55 子育ては木育て第4回
618 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1984 11 11 巻きわら　～子供の心を保護しよう～ 50 55 子育ては木育て第5回
619 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1984 12 12 水やり　～子供の要求に応えよう 50 55 子育ては木育て第6回
620 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1985 1 1 枝払い　～子供の頭を押さえないで～ 64 70 子育ては木育て第7回
621 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1985 2 2 せん定　～子供の心を読みとろう～ 64 70 子育ては木育て第8回
622 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1985 3 3 桃栗三年柿八年　～子供の成長につきあおう～ 64 70 子育ては木育て第9回
623 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1985 4 4 株分け　～子供の自立を援助しよう～ 64 70 子育ては木育て第10回
624 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1985 5 5 木組みはクセ組み　～子供の個性を大切に～ 64 70 子育ては木育て第11回
625 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1985 6 6 一葉の価値　～子供の行動を見つめ直そう～ 64 70 子育ては木育て第12回
626 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1985 7 7 子供の言動を本気で受け入れる心を 32 37 子育ては木育て第13回
627 Ａ れいろう れいろう 広池学園出版部 1985 8 8 根気よく子供の成長を待つ姿勢で 32 37 子育ては木育て第14回
628 Ａ れいろう1985．９月号 れいろう 広池学園出版部 1985 9 9月号 子供を育てる親の勇気 ｐ32 ｐ37 子育ては木育て
629 Ａ れいろう1985．10月号 れいろう 広池学園出版部 1985 10 10月号 子供の意に沿った援助を ｐ64 ｐ69 子育ては木育て
630 Ａ れいろう1985．1１月号 れいろう 広池学園出版部 1985 11 11月号 親は子供の生きる気育てを ｐ72 ｐ77 子育ては木育て
631 Ａ れいろう1985．12月号 れいろう 広池学園出版部 1985 12 12月号 子供が求めるもの ｐ32 ｐ37 子育ては木育て
650 Ａ からだの科学 からだのかがく 日本評論社 1965 9 5 登校拒否 84 87
651 Ｃ 教育心理 きょいくしんり 日本文化化学者 1965 10 13 学習意欲
652 Ａ 教育心理 きょういくしんり 日本文化科学社 1965 12 13 登校拒否時の診断と治療 28 31
653 Ａ 精神衛生 せいしんえいせい 社団法人精神衛生普及会 1966 7 登校拒否 18 23
654 Ｄ 暮しの知恵 くらしのちえ 学研 1966 9 9
655 Ａ 医療 いりょう 国立病院国立療養所医療同好 1967 2 vol21.no2 精神科児童患者の医療 65 71 同雑誌もう一つ寄稿
656 Ａ 医療 いりょう 国立病院国立療養所医療同好 1967 2 vol21.no2 登校拒否について 72 79
657 Ａ 教育心理 きょういくしんり 日本文化科学社 1968 8 16 登校拒否と母親 40 43
658 Ａ 精神衛生 せいしんえいせい 社団法人精神衛生普及会 1968 8 子どものこころとからだ 4 10
659 Ａ 看護学雑誌 がんごがくざっし 医学書院 1969 4 ｖｏｌ.33　NO.４ 登校拒否 43 47 医学と看護
660 Ａ 日本醫事新報 にほんいじしんぽう 日本醫事新報社 1969 4 2345 登校拒否とその治療 29 32
661 Ａ 教育じほう きょういくじほう 東京都新教育研究会 1969 10 10 登校拒否児の病院内学級 46 49 特集　心身障害児と教育

662 Ｄ
厚生の指標
国民の福祉の動向

こうせいのしひょう
こくみんのふくしのどうこう

財団法人厚生統計協会 1971 1 臨時増刊

663 Ｄ
厚生の指標
国民の福祉の動向

こうせいのしひょう
こくみんのふくしのどうこう

財団法人厚生統計協会 1972 10 第１９巻第１３号

664 Ａ 治療 ちりょう 南山堂 1973 8 ｖｏｌ.55　NO.8 精神科医の立場から　小児心身症－心とからだの病気 1726:176
181:1
731

臨床小児医学談話会

665 Ｄ 現代のエスプリ げんだいのえすぷり 至文堂 1973 9 74 医療と社会
666 Ｃ のびのび のびのび 朝日新聞社 1974 4 VOL.1　NO.2
667 Ｃ のびのび のびのび 朝日新聞社 1974 5 VOL.1　NO.3
668 Ａ 臨床精神医学 りんしょうせいしんいがく 国際医書出版 1974 6 vol3no6 小学校教育と精神医学 581 587 特集＝教育と精神医学
669 Ｄ 現代のエスプリ別冊 げんだいのえすぷりべっさつ 至文堂 1976 4 現代人の異常性　現代家族と異常性
670 Ａ 臨床精神医学 りんしょうせいしんいがく 国際医書出版 1976 10 vol5no10 青春期の登校拒否 1255 1255 特集：青春期の登校拒否
671 Ｄ 現代のエスプリ げんだいのえすぷり 至文堂 1977 2 115 母親　母性の氾濫と喪失
672 Ａ 都政 とせい 東京都政調査会 1977 7 第22巻第7号 子どもの教育について 17 26 インタビュー　1977.5.18 Vol.22　No.7

673 Ｃ 青年 せいねん 至文堂 1977 12 1977年 不安と病理

石郷岡
泰氏登
校拒否
について

674 Ａ 季刊　精神療法 せいしんりょうほう 金剛出版 1977 VOL.3　NO.3 登校拒否の治療-国立国府台病院の場合- 43 46 特集　登校拒否
675 Ｃ ひと ひと 太郎次郎社 1978 3 63 生徒に登校拒否されて 山根忠 35 45 家庭崩壊・登校拒否・自殺
676 Ｃ 生徒指導4月号 せいとしどう 学事出版 1978 4 1978年 思春期青年期の病むこころ
677 Ｃ 子どもと教育 こどものきょういく あゆみ出版 1978 6

678 Ｃ 新日本 しんにほん 日世企画出版局 1978 7 7 子どもが突然学校へ行かなくなった
藤沼勝
海

74 89
シリーズ・心身障害児の医療と教育・第１１回登校拒
否（上）

679 Ａ 生徒指導 せいとしどう 学事出版株式会社 1978 7 家庭内暴力の子どもと親 30 36 病める子の病める母親



680 Ｃ 子どもと教育8月号 こどもときょういく あゆみ出版 1978 8 1978年 教師、そのすばらしき生き方

681 Ａ 子どもと教育 こどもときょういく あゆみ出版 1978 9 40
救助信号を見のがさずに対策を
登校拒否のある地域にはかならず自殺志願者が

50 61 特集　子どもの自殺、命かけて訴えるもの

682 Ｃ 新日本 しんにほん 日世企画出版局 1978 9 9 増加の一途を辿る登校拒否の子ども
藤沼勝
海

108 131
シリーズ・心身障害児の医療と教育・第１２回登校拒
否（中）

683 Ｃ 青春期の精神医学的問題 せいしゅんきのせいしんいがくてきもんだい 中山書店 1979 1 ７B
不登校
の概念

684 Ｃ 現代のエスプリNo139 げんだいのえすぷり 至文堂 1979 2 登校拒否
平井信
義氏掲

685 Ａ 地域保健 ちいきほけん 地域保健研究会編集室 1979 5 5 登校拒否の病理（発現のメカニズム）とその対応 26 38 特集・登校拒否①～⑥までの②
686 Ｄ 医学詳論 いがくしょうろん 新日本医師協会 1979 7 通巻第62号
687 Ｃ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1979 9 おやつの考え方、選び方

688 Ｃ 子どもの心理 こどものしんり 至文堂 1979 10

現代のエ
スプリ別
冊　大原
健士郎
氏他

689 Ａ 小児内科 しょうにないか 東京医学社 1979 10 11巻10号 ●臨床　　登校拒否 1501 1505 小児臨床心理学
690 Ｄ 子どもの心理 こどものしんり 至文堂 1979 11 思春期の心理と精神病理 思春期の心理と精神病理 現代のエスプリ別冊
691 Ａ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1979 11 臨時増刊 生活と教育はどこまで保障されているか 無署名記事、寄稿者一覧に名前
692 Ｃ 青少年問題 せいしょうねんもんだい 青少年問題研究会 1980 1 1
693 Ａ 季刊　世界政経 きかん　せかいせいけい 世界政治経済研究所 1980 2 新春号 病める社会で病むこども 36 52 現代の教育を教育を考える
694 Ｃ 青少年問題 せいしょうねんもんだい 青少年問題研究会 1980 2 2
695 Ａ 生徒指導 せいとしどう 学事出版株式会社 1980 2 家庭内暴力と退行 24 32 退行としての問題行動

696 Ａ 青少年問題 せいしょうねんもんだい 青少年問題研究会 1980 5 第27巻第5号
子どものいわゆる「問題行動」
－子どもが社会に訴えるもの－

12 19

697 Ｄ 臨床精神医学 りんしょうせいしんいがく 国際医書出版 1980 5 9
698 Ａ 子どものからだと心 こどものからだとこころ 株式会社アイオーエム 1980 7 7 コーナー　「おたずねします」 41 43

699 Ｃ 臨床精神医学 りんしょうせいしんいがく 国際医書出版 1980 7 第9巻　第7号

青年期
精神医
学研究
会
大阪大
学精神
科青年
期外来
開設15
周年記
念
シンポジ
ウム「青

700 Ａ 子どものからだと心 こどものからだとこころ 株式会社アイオーエム 1980 8 8 コーナー　「おたずねします」 52 53

701 Ａ 教育ジャーナル きょういくじゃんーなる 学研 1980 10 10
学力偏重が生んだ登校拒否児
－どの子にもある情緒障害の芽－

7 10

702 Ａ ひと ひと 太郎次郎社 1980 10 94 学校をこばんだ子らとともに 3 17 登校拒否

703 Ａ
保健同人
生活教育

ほけんどうじん
せいかつきょういく

保健同人社 1980 11 不登校状況はなぜ起こるか 7 13
何が不登校にさせたか
－登校拒否の実像を理解する－

704 Ｄ ひと ひと 太郎次郎社 1981 2 98
705 Ｂ ひと ひと 太郎次郎社刊 1981 4 100 今、子どもの心を開く
706 Ａ 学校保健研究 がっこうほけんきゅう 日本学校保健学会 1981 6 6 学校教育の病理と登校拒否 261 264
707 Ａ 婦人之友 ふじんのとも 婦人之友社 1981 8 登校拒否はなぜおこる 68 74 学校ぎらいの子どもの問題

708 Ａ 婦人之友 ふじんのとも 婦人之友社 1981 8
子どもたちと　どうふれあう
－教師母親の話し合い－

74 81 尾木直樹氏との対談

709 Ｃ 生活教育9月号 せいかつきょういく 民衆社 1981 9 1981年

落合恵
子氏、丸
木政臣
氏掲載

710 Ａ 国民教育 こくみんきょういく 労働旬報社 1981 11 50 子どものいわゆる「登校拒否」への対応 164 177 民研第10回共同研究集会　特別報告
50号記念特大号
季刊・1981年秋季号

711 Ａ 生活教育 せいかつきょういく 民衆社 1981 11 子どもを蝕む現代社会の歪み 6 17 シリーズ対談「人間・学問・教育」第６回（前編） 丸木政臣氏との対談

712 Ｃ 犯罪と非行 はんざいとひこう
財団法人　青少年更生福祉セ
ンター
財団法人　矯正福祉会

1981 11 50 校内暴力等

713 Ａ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1981 12 登校をいやがる子 82 85 教育相談室（中間レポート）４
714 Ａ 生活教育 せいかつきょういく 民衆社 1981 12 子どもらを甦らせる道 6 17 シリーズ対談「人間・学問・教育」第６回（後編） 丸木政臣氏との対談

715 Ｃ 学術通信 がくじゅつつうしん 岩崎学術出版社 1982 1 16

第5巻第
1号
登校拒
否・家庭
内暴力よ
りみた今
日の親
子関係
山中康

716 Ｂ ひと ひと 太郎次郎社 1982 1 1 教室寸描 奥地圭 56 57
717 Ｃ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1982 2 幼稚園教育はどうなっている

718 Ｃ 生徒指導2月号 せいとしどう 学事出版 1982 2 1982年

稲村博
氏「登校
拒否の
理解と治
療のため
の本」

719 Ａ 中学校学級担任 ちゅうがっこうがっきゅうたんにん 第一法規 1982 3 3
クラス替えについて思う
-児童精神科医の立場から-

11 13

720 Ａ 教育心理 きょういくしんり 日本文化科学社 1982 5 VOL30NO5 登校拒否を作り出す学校 18 23

721 Ａ 看護学生 かんごがくせい メチカルフレンド社 1982 7 ＶＯＬ３０ＮＯ４
特集・からだと心を考える
増加する子どもの「現代病」を考える

19 20

722 Ｃ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1982 7 自由学習で学力を身につける
723 Ｃ 現代９月号 げんだい 講談社 1982 9 学校は死んだ
724 Ａ 公衆衛生 こうしゅうえいせい 医学書院 1982 10 VOL.46　NO.10 学校拒否する子どもたち-登校拒否とその周辺 662（14） 学校保健の今日的課題
725 Ａ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1982 11 臨時増刊 こんな時には精神科で受診を　子どもの心や行動が気になったら 79 84
726 Ｃ ひと ひと 太郎次郎社 1982 11 119 椿の枝が芽吹く日まで 小尾芳 97 103 登校拒否をこえて生きる記録
727 Ａ 学習指導研修 がくしゅうしどうけんしゅう 教育開発研究所 1982 12 57 学校ーそれは不思議なランプ 95
728 Ｄ 学習指導研修 がくしゅうしどうけんしゅう 教育開発研究所 1982 ８月号



729 Ｃ ひと ひと 太郎次郎社 1983 1 121 子どもの心を傷つけるおとなたち／登校拒否をしたことで、自分を発見する
上野初
枝・宮島
郁子

78 95 登校拒否を超えて１・２

730 Ａ 生活教育 せいかつきょういく 民衆社 1983 3
子供達をおいつめているもの
－学校は病んでいる－

14 23 登校拒否・家庭内暴力を考える

731 Ｃ サンデー毎日 さんでーまいにち 毎日新聞社 1983 4

私は見
た！戸
塚校長
の「スパ
ルタ」の
正体
戸塚ヨッ
トスクー
ル　主婦
の潜入レ
ポート

732 Ａ ひと ひと 太郎次郎社 1983 4 124 登校拒否に悩む先生と親へ 32 41
733 Ａ 生徒指導 せいとしどう 学事出版株式会社 1983 6 子どもを全面的に信頼し受容すること 18 27 登校拒否生徒への生活指導的かかわり
734 Ａ 臨床精神医学 りんしょうせいしんいがく 国際医書出版 1983 7 vol12no7 登校拒否の予後 851 856 登校拒否の精神医学

735 Ｂ ひと ひと 太郎次郎社 1983 9 9 なぜ学校に行かなくては行けないの？
奥地圭
子、奥地
拓生

13 25 座談会

736 Ａ 更生保護 こうせいほご 日本更生保護協会 1983 11 11 精神科医からみた子供の“問題行動”とその対応 22 28 解説
737 Ａ 教育心理 きょういくしんり 日本文化科学社 1984 1 VOL32NO1 子どもの心・教師の心 42 45
738 Ａ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1984 1 1 子育ては木育て 36 37 教育への私の提言
739 Ｂ 少年補導 しょうねんほどう 大阪少年補導協会 1984 2 335 登校拒否児の「親の会」
740 Ａ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1984 3 3 登校拒否の子にこそ可能性がある 23 26 もっと子どもの可能性を
741 Ａ 小四教育技術 しょうよんきょういくぎじゅつ 小学館 1984 3 ３月号 登校拒否は学校教育への告発 16 21

742 Ａ 地域保健 ちいきほけん 地域保健研究会編集室 1984 5 5
登校拒否
－学校に行かないで生きる

93 95 書評

743 Ａ 生徒指導 せいとしどう 学事出版株式会社 1984 11 「なぜオレを生んだ・・・・」の意味するもの 22 29 いま大人が子ども達に送るメッセージ

744 Ｂ 福祉労働 ふくしろうどう 現代書館 1984 12 ２５号 街を駆けぬける少年たち
保坂 展

人
5 11

745 Ｂ 季刊福祉労働 きかんふくしろうどう 現代書館 1985 3 26 現場と運動見据えるたたかう人権派 大谷恭 18 21
746 Ａ ザ・教師志願’85 ざ・きょうししがん’８５ 時事通信社 1985 4 臨時増刊 どこかおかしい話 12 13
747 Ａ 婦人之友 ふじんのとも 婦人之友社 1985 5 共に悩むことのできる親に 86 87 誌上カウンセリング　家庭の教育

748 Ａ 中学校学級担任 ちゅうがっこうがっきゅうたんにん 第一法規 1985 7 7 こころの問題を生徒とどう語り合ったらよいか 190 200 ４こころの問題を生徒とどう語り合っているか
7月号臨時増刊（Vol.5　No.8）
こころの問題としての生徒理解・生徒指導

749 Ａ 福祉労働 ふくしろうどう 現代書館 1985 9 28 いじめの構造と背景 77 88 追いつめられる子どもたち
750 Ａ 中学三年コース ちゅうがくさんねんこーす 学研 1986 1 “愛のムチ”なんてありえない 155 155 緊急特集　体罰－こんな先生は許せない！

751 Ｂ ひと ひと 太郎次郎社 1986 3 第１５９号 みかんの思い出
松崎 運

之助
32 35

752 Ｂ 福祉労働 ふくしろうどう 現代書館 1986 3 ３０号 言語治療ー（１）
石川 憲

彦
161 175

753 Ａ 季刊　女子教育もんだい きかん　じょしこういくもんだい 労働教育センター 1986 4 春号 いま、子育ての変貌 36 49 子育てを考える 斉藤次郎、永畑道子　他　座談会

754 Ｂ 世界 せかい 岩波書店 1986 4 学校はなにに縛られているか？
奥地圭
子、

118 133 座談会　松崎運之介、佐々木賢

755 Ｂ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 朝日新聞社 1986 5 5・5緊急増刊 反論座談会みんなで問題教師になるしか変革は望めないのか
奥地圭
子

22 34
教育をどう変える八方美人的目配りのよさが失わせる
メスの冴え、村田栄一さん司会

756 Ｃ 犯罪と非行 はんざいとひこう
財団法人　青少年更生福祉セ
ンター
財団法人　矯正福祉会

1986 5 68 いじめ

757 Ａ 総合教育技術 そうごうきょいくぎじゅつ 小学館 1986 7 生きることと表現すること 64 79 生きることと表現すること

758 Ｃ 中学校学級担任 ちゅうがっこうがっきゅうたんにん 第一法規 1986 7

特集　現
代中学
生の心
にどうせ
まる、大
人との意
識のズレ
を埋める
には　八
杉　晴実

759 Ａ ドクターサロン どくたーさろん キョーリン　メディカル　サプライ 1986 7
通巻351号
第30巻第8号
8

登校拒否 33（657）
39
（663
）

DOCTOR-SALON

760 Ａ 新世 しんせい 社団法人倫理研究所 1986 8 466 子供の登校拒否を病気と見る社会こそ病んでいる 20 25
761 Ｂ 学校に行かない進学ガイド がっこうにいかないしんがくがいど ＪＩＣＣ出版局 1986 10 別冊宝島55 中学を自主退学した息子 内田良 146 154
762 Ｄ 現代のエスプリ げんだいのえすぷり 至文堂 1986 10 231 体罰
763 Ｄ 現代のエスプリ げんだいのえすぷり 至文堂 1986 11 232 思春期の拒食症と過食症
764 Ａ 総合教育技術 そうごうきょいくぎじゅつ 小学館 1986 12 問題行動ーその根源を探る 68 79 学校が変わる（実践研究） 増刊号
765 Ａ 婦人之友 ふじんのとも 婦人之友社 1986 12 12 心の壁を砕くもの 38 50 座談会

766 Ａ 社会精神医学 しゃかいせいしんいがく 星和書店 1986 9巻1号
登校拒否の長期間を経たその後の状態
-入院を経験した子供について-

36 42 特集　登校拒否と現代社会

767 Ａ ひと ひと 太郎次郎社 1987 2 170 子どもたちが安らげる居場所とは 2 14 特集　いま、子どもに居場所を！－登校拒否 奥地・芳賀直義と対談

768 Ａ 教職研修 きょうしょくけんしゅう 教育開発研究所 1987 4 68
生徒指導・生活指導の当面する課題
学校ぎらいの自動・生徒の指導方法
－教師・学校に何ができるのか*-

32 35
36-39　生徒指導・生活指導の当面する課題
児童・生徒の自殺予防に学校・教師は何ができる
か　稲村博

769 Ａ ひと ひと 太郎次郎社 1987 4 172 学校はまるで刑務所みたい　秋山沙織 73 80 特集○少数者（マイナー）の生き方に学ぶ
770 Ａ 自由と正義 じゆうとせいぎ 日本弁護士連合会 1987 6 38 子どもの人権の実態 28 30 子どもの人権
771 Ａ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 朝日新聞社 1987 7 学校に行くことが「すべて」ではない 93 96 奥地圭子：現場教育者から記事
772 Ａ 健康な子ども けんこうなこども 日本生活医学研究所 1987 9 178 学校ばかりが人生じゃない 49 51

773 Ｂ ひと ひと 太郎次郎社 1987 9 臨時増刊
親の教育責任は18歳まで
～女性による民間教育審議会の
　　　　　　　　　教育改革172の全提言～

88 148

774 Ａ 小児科診療 しょうにかしんりょう 診断と治療社 1987 10 vol50no10 不登校 2161 2165 特大号小児科医のための境界領域ガイドライン
775 Ａ こころの科学 こころのかがく 日本評論社 1988 3 18 フリースクールを求める子どもたち 82 88 90-95　フリースクールへの模索　奥地圭子

776 Ｃ
現代のエスプリ

げんだいのえすぷり 至文堂 1988 5

学校に
行けない
子どもた
ち
登校拒

777 Ｂ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1988 10 10月号臨時増刊 登校拒否児への「偏見」を斬る 奥地圭 76 82 特集登校拒否
778 Ｂ ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1988 10 登校拒否なんかこわくない 奥地圭 6 11 生命がけの登校時代



779 Ｂ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 朝日新聞社 1988 11 11月25日
医者も薬もなくてもちゃんと立ち直れる　登校拒否を考える緊急集会の議論
から

村上義
雄

92 96 随時連載　あえぐ子どもたち

780 Ｃ 人権と教育 じんけんときょういく 社会評論社 1988 11
人類は生存を選択しうるか　原発・流れが変わっ
た　広瀬隆

781 Ｃ 青年心理 せいねんしんり 金子書房 1988 11 72 夢の心理学

782 Ａ 健 けん 日本学校保健研修社 1988 12 １７巻９号
質問　高所恐怖症は治るのでしょうか
答え

11 12

783 Ａ 心の教育 こころのきょういく エイデル研究所 1988 12 2 家庭が大地の役割を果たせ 32 49 どこにも居場所がなくなった子どもたち

784 Ｂ 教育 きょういく 国土社 1989 1 504
日本の教育はどうみられているのか
イギリス教育科学省の数学カリキュラム研究委員会の報告から

太田尭・
佐藤実

102 111

785 Ｄ 暮らしの手帖 くらしのてちょう 暮しの手帖社 1989 2 18
786 Ｃ ひと ひと 太郎次郎社 1989 3 195 登校拒否は治療の対象か 内田良 4 19 登校拒否の新しい局面
787 Ｂ 人権と教育 じんけんときょういく 障害者の人権権を実現する会 1989 5 10 星子の　時　　給食に見る 最首悟 79 86
788 Ｂ 世界 せかい 岩波書店 1989 5 527 ［学校信仰］を考える 太田尭 27 38 特集　＜学校＞とは何か

789 Ｂ 世界 せかい 岩波書店 1989 5 527 対談　［学校］にさわやかな風を
竹内常
一・保坂
展人

48 64 特集　＜学校＞とは何か

790 Ｂ 世界 せかい 岩波書店 1989 5 527 登校拒否の治療とは何か　　稲村助教授の言説に即して 石川憲 91 99 特集　＜学校＞とは何か
791 Ｂ 世界 せかい 岩波書店 1989 5 527 「子供のため」が子供を追いつめる 奥地圭 39 47 特集　＜学校＞とは何か

792 Ｂ 世界 せかい 岩波書店 1989 5 527 座談会　「学校」って何だろう　「子どもの人権をひろめる会」を通して

奥地結
子・小松
仁・笠原
浩・富士
磨里子

65 73 特集　＜学校＞とは何か

793 Ｂ 世界 せかい 岩波書店 1989 5 527 「学校」をめぐる四つの言葉 八杉晴 91 99 特集　＜学校＞とは何か
794 Ｃ ひと ひと 太郎次郎社 1989 5 197 4 43 登校拒否とのとり組に学ぶ

795 Ｃ 心理療法と治療教育 しんりりょうほうとちりょうきょういく
全国情緒障害児短期治療施設
協議会

1989 7 1
登校拒
否時の
中断事

796 Ｂ 精神医療 せいしんいりょう 悠久書房 1989 8 18巻2号 青年期精神医療の照準と射程 高岡健 4 7 特集児童青年精神医療
797 Ｂ 精神医療 せいしんいりょう 悠久書房 1989 8 18巻2号 児童精神医学と子どもの現在 石川憲 8 18 特集児童青年精神医療

798 Ｃ 人権と教育 じんけんときょういく 社会評論社 1989 11 38 43
特集「情緒障害をさぐる」
登校拒否とは何か　心理的障害が生まれるとき
黒川新二（北海道・精神科医）

799 Ａ 医学情報誌あいみっく いがくじょうほうし （財)国際医学情報センター 1989 12 vol10no4 登校拒否の治療 31 31 メディカルトピックス
800 Ｂ あも あも メディカ出版 1990 2 子どもとストレス 遠藤豊吉

801 Ａ あも あも メディカ出版 1990 4 ｖｏｌ１ｎｏ３ 「登校拒否」、私はこう考える 43 44

座談会　登校拒否とその治療の周辺
-「登校拒否」体験から見えるもの-
石川憲彦　体験者３名　5-14
登校拒否の神話　門眞一郎　24-26
精神科医の立場から　　河合洋46-53

802 Ａ 人権と教育-父母と教師と障害児をむすぶ じんけんときょういく 社会評論者 1990 5 12 登校拒否は障害か 41 45
13-32どうなってんの？今の学校　奥地圭子　討論
33-36　学校信仰と「登校拒否」　大田尭
51-53　殴られても教室に入らない　有永宮子

803 Ｂ
別冊宝島１１１
学校が合わない親と子のための
学校に行かない進学ガイド

べっさつたからじま１１１
がっこうがあわないおやとこのための
がっこうにいかないしんがくがいど

JICC出版局 1990 5 111
中学を自主退学した息子
－成績なんか気にしなくていいという幸せ・・・・・・・

内田良
子

140 148 決意した母親たちのユニークな教育法編

804 Ｃ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1990 6 登校拒否の心理と指導

805 Ｂ あも あも メディカ出版 1990 7 4 学校に行かない子どもたちの周辺から
佐々木
賢　他27

5 59
登校拒否をめぐってPart２、恩田さん、永田実さん座談
会もあり

806 Ａ 診療研究 しんりょうけんきゅう 東京保険医協会 1990 7 247 登校拒否とその対応 3 21 講演会の記録
807 Ａ 診療研究 しんりょうけんきゅう 東京保険医協会 1990 7 247 登校拒否とその対応 3 21
808 Ａ 診療研究 しんりょうけんきゅう 東京保険医協会 1990 7 247 登校拒否とその対応 3 21 講演会の記録
809 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 登校拒否は”マイナス”ではない 村田由 8 12 特集　ナマケじゃなかった！登校拒否
810 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 相談学級の危険 石林正 13 15 特集　ナマケじゃなかった！登校拒否

811 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 子どもたちに寄り添って
恩田良
昭・高橋
治女

16 19 特集　ナマケじゃなかった！登校拒否

812 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 福井登校拒否物語 中島良 20 23 特集　ナマケじゃなかった！登校拒否
813 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 子供が変わり、親が変わる場所 円藤純 24 29 特集　ナマケじゃなかった！登校拒否
814 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 ≪時間貴族≫と親バカたち 松永佳 30 33 特集　ナマケじゃなかった！登校拒否

815 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 「先公ざけんじゃねぇ」と我が子が言えるまで
両津スミ
子

34 39 特集　ナマケじゃなかった！登校拒否

816 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 「挫折は宝」と言える今、 島内知 40 43 特集　ナマケじゃなかった！登校拒否
817 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 たかが居場所、されど居場所 大野博 44 47 特集　ナマケじゃなかった！登校拒否

818 Ｂ 月刊　ちいきとうそう ちいきとうそう ロシナンテ社 1990 7 235 登校拒否の子供による登校拒否アンケート（抜粋）

東京
シューレ
アンケー
ト実行委
員会

48 53 特集・資料　　ナマケじゃなかった登校拒否

819 Ｂ キャリアガイダンス きゃりあがいだんす リクルート 1990 8 私たちは　だから行かない 奥地圭 23 28 学校不適応はなぜ起こるのか

820 Ｃ 高校生 こうこうせい 高校出版 1990 11 79 学校・教師の対応を問う 8 21
登校拒否・不登校-対応のポイント／父母・子へのアン
ケート

821 Ａ 臨床精神医学 りんしょうせいしんいがく 国際医書出版 1990 12 vol19.no12 ５２．不登校 1910 1911 シリーズ・精神医学用語解説
822 Ｃ 高校生 こうこうせい 高校出版 1991 1 81 自分は常にまじめで正しい　～A君の場合・その１～ 高橋良 80 81

823 Ｂ 自由と正義 じゆうとせいぎ 日本弁護士連合会 1991 2 VOL.42　NO.2
弁護士が見た子どもの現状-権利条約にてらして-
　窓口相談から見た子ども

児玉勇
二・石川
邦子

64 69

824 Ｂ 自由と正義 じゆうとせいぎ 日本弁護士連合会 1991 2 VOL.42　NO.2 子どもをしらけさせない大人の責任 平野裕 75 75 子どもの権利条約を読んで

825 Ｂ 自由と正義 じゆうとせいぎ 日本弁護士連合会 1991 2 VOL.42　NO.2 急がず　焦らず　諦めず
大久保
春茂

84 84 子どもの権利条約を読んで

826 Ａ 月刊　母子福祉 ぼしふくし
母子福祉社　母子問題研究調
査会

1991 4 41巻 学校中心の子育てを見直せ 4 5 ＯＰＩＮＩＯＮ

827 Ａ 教育と医学 きょういくといがく 慶応通信 1991 5
第39巻第5号
通巻第455号

今、何が、学校で問題か 42（436）
48
（442
）

特集　カウンセリングと教育

828 Ｂ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1991 8 別冊 登校拒否に関する人権・権利を考えてみれば 奥地圭 111 111

829 Ａ 子どもと健康 こどもとけんこう 労働教育センター 1991 10 27
どう向きあうか「登校拒否」
学校は「すべて」でも「絶対」でもない

76 81 焦点

830 Ｄ こころの科学 こころのかがく 日本評論社 1992 7 44

831 Ｂ 話の特集 はなしのとくしゅう 1993 11 「赤毛のアン」はどこにもいる
高橋徹、
松浦幸

20 27 座談会

832 Ｃ 現代 げんだい 講談社 1994 5 5 不登校児は父に何を教えたか 加藤仁 292 307
甦る家族第六回あるエリート銀行マン一家の涙と感動
の軌跡・前篇



833 Ｃ 現代 げんだい 講談社 1994 6 292 307
「甦る家族」＜最終回＞
不登校児と父親の新たな旅立ち　加藤仁（ノンフィ
クション作家）

834 Ｂ 性と生の教育 せいとせいのきょういく あゆみ出版 1995 1 1
835 Ｂ 日本児童文学 にほんじどうぶんがく 日本児童文学者協会 1995 4 児童文学と子どもの権利
836 Ｃ 精神療法 せいしんりょうほう 金剛出版 1995 6 21 ユングと現代の精神医療
837 Ａ フレッシュファミリー ふれっしゅふぁみりー ベネッセ 1995 6 不登校の子どもたちから教えられたこと 22 23 学校に行きたくない 鈴木裕司：どうして学校に行かなければならないの？
838 Ｃ 精神療法 せいしんりょうほう 金剛出版 1995 10 22 親のメンタルヘルス

839 Ｃ 学術通信 がくじゅつつうしん 岩崎学術出版社 1997 1 61

第17巻
第4号
不登校
が児童
精神医
学問題で
あること
の意義
について
齋藤万

840 Ｄ 子どもからＳＩＧＮＡＬ こどもからのしぐなる 栃木県 1997 3 ｈ9

841 Ａ 月刊子ども論 こどもろん ｃｒａｙｏｎｈｏｕｓｅ 2000 11 「不登校」の代償でない、フリースクールの意味 13 13
だから「フリースクール」
フリースクールの「いま」と「これから」。［日本篇］

「ＩＤＥＣ世界フリースクール大会」講演
「日本の不登校とフリースクール」より載録
奥地さんの記事、シンポ記事あり

842 Ｄ 新鐘 しんしょ 早稲田大学 2008 11
843 Ｄ 児童心理 じどうしんり 金子書房 1986 11
844 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1981 4 教育は誰のものか
845 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1981 7
846 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1981 11
847 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1982 1
848 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1985 1
849 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1987 2
850 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1987 4
851 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1987 5
852 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1987 7
853 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1987 11
854 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1988 1
855 Ｂ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1988 4
856 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1988 6
857 Ｂ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1988 9
858 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1989 1
859 Ｂ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1989 4
860 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1989 5
861 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1989 7
862 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1989 10
863 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1989 12
864 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1990 1
865 Ｂ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1990 3
866 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1990 7
867 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1990 11
868 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1990 12
869 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1991 1
870 Ｃ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1991 7
871 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1991 8
872 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1992 3
873 Ａ 教育評論 きょういくひょうろん 日本教職員組合 1992 9
874 Ｄ 精神衛生研究 せいしんえいせいけんきゅう 国立精神衛生研究所 1968 3
875 Ｄ 精神衛生研究 せいしんえいせいけんきゅう 国立精神衛生研究所 1971 3
876 Ｃ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 現代書館 1979 2 vol21no5 檻のなかの子どもたち
877 Ｃ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 現代書館 1979 9 vol21no37 子どもたちはいま・・・
878 Ｄ 臨床精神医学 りんしょうせいしんいがく 国際医書出版 1980 9 vol9no9
879 Ｃ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 現代書館 1982 2 檻のなかの教師たち
880 Ａ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1982 5 登校をいやがる子
881 Ａ 子どものしあわせ こどものしあわせ 草土文化 1982 10 緘黙症の子
882 Ａ サンデー毎日 さんでーまいにち 毎日新聞社 1982 11 こうすれば登校拒否は克服できる！
883 Ｃ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 現代書館 1983 3 vol25no10 荒れる中学生　誰がここまで追い込んだか
884 Ｃ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 現代書館 1983 3 vol25no12 もっと自由を。
885 Ｃ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 現代書館 1983 7 vol25no31 「病める子」をだれが救うか　そしてアメリカの子どもたちは・・・
886 Ｅ 精神神経学雑誌 せいしんしんけいがくざっし 日本精神神経学会 1984 8 vol86no8
887 Ａ 教育ノート きょういくのーと 教育社 1984 9 第21号 教育の画一化・均一化が子どものいじめを呼ぶ
888 Ｅ 精神神経学雑誌 せいしんしんけいがくざっし 日本精神神経学会 1988 10 vol90no10
889 Ｃ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 朝日新聞社 1988 11 vol30no46 登校拒否は病気ではない 24 28
890 Ｃ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 朝日新聞社 1989 2 vol31no8 登校拒否　もうひとつの脱出路 19 23
891 Ｃ 朝日ジャーナル あさひじゃーなる 朝日新聞社 1989 11 vol31no51 登校拒否という脱出路 23 27
892 Ｅ 精神神経学雑誌 せいしんしんけいがくざっし 日本精神神経学会 1992 12 vol94no12

凡例 Ａ 渡辺さん寄稿、掲載
Ｂ 関係・協力者等載っている
Ｃ 不登校・教育関係記事が載っている
Ｄ その他
Ｅ 学会誌


